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まで一定の責任を有する拡大生産者責任（ Extend  Producer  Respons ib i l i ty,  
EPR）の一般原則が明記された．こうした背景から，各種工業製品の製造事
業者には， 3R，すなわち， Reduce（廃棄物の発生抑制）， Reuse（製品・部
品の再使用）， Recyc le（再資源化）等を考慮した環境配慮設計（ Des ign f o r  
Environment ,  DfE）の導入が要請されている．  
 一方，エネルギーの使用に起因する二酸化炭素等の温室効果ガスの排出に
よる地球温暖化も人類の生活基盤に影響を及ぼす恐れがある重大な問題とな














































(1 )  環境配慮設計の定量評価手法として，さまざまな工業製品に適用可能な
易解体性の定量的な評価手法を開発する．  
(2 )  製品の設計段階で容易に活用できるような標準性・利便性の高い環境負
荷評価手法を開発する．  
























第 3 章では，設計段階において比較的簡便に活用でき，LCA 的な観点を有
す る 環 境 負 荷 評 価 手 法 と し て 開 発 し た 「 環 境 効 用 ポ テ ン シ ャ ル 評 価 手 法
（ Eco-Ef f i c iency Potent ia l  Assessment  Method ,  E2-PA）」について述べる．
E2-PA は，「環境効率」と「ポテンシャル評価」を考え方の基礎としており，










も約 35％削減可能であることを E2-PA を適用することにより実施した．  
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